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国語総合 
 

〈問題〉 

令和 8年度 

 

１ 試験開始の合図があるまで、問題用紙を開かないでください。 

２ 解答用紙の所定の位置に受験番号・氏名を記入してください。 

３ 解答はすべて、ＨＢまたはＢの黒鉛筆もしくはシャープペンシルで記入してください。 

４ 問題は１～３ページに記載されています。試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・

乱丁及び解答用紙の汚損等に気付いた場合は、手を挙げて監督員に申し出てください。 

５ 試験時間は５０分です。ただし試験開始から３０分が経過した段階で、終了した者は退出

を認めます。解答用紙を裏返したまま机に置き、すみやかに退室してください。その後の

入室はいかなる理由があっても認めません。尚、３０分経過前の途中退出は認めません。 

６ 問題の内容についての質問には、いっさい応じません。 

７ 試験終了後は、問題冊子と解答用紙を机に置いて退室してください。 
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問
１ 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
に
、
読
み
仮
名
を
つ
け
よ
。 

  
 
 
 

ア 

結
婚
式
を
披
露
す
る
。 

 

イ 

手
続
き
が
煩
雑
。 

ウ 

歓
喜
の
歌
の
楽
譜
。 

エ 

頒
布
す
る
。 

 
オ 

肘
を
曲
げ
る
。 

 

問
２ 

次
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

 

ア 

な
ご
や
か
な
フ
ン
イ
キ
。 

イ 

マ
ユ
ツ
バ
な
話
。 

ウ 

カ
ン
ペ
キ
に
こ
な
す
。 

エ 

お
モ
チ
を
つ
く
。 

 

 

オ 

ヘ
イ
ヨ
ウ
す
る
。 

 

問
３ 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
 

日
本
語
に
比
喩
が
少
な
い
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
比
喩
が
比
喩
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
お
も
し
ろ
い

現
象
で
あ
る
。
そ
う
い
う
比
喩
の
こ
と
を
“ 

 

ん
だ
比
喩
”
（
デ
ッ
ド
・
メ
タ
フ
ァ
ー
）
と
呼
ぶ
。 

 

日
本
の
比
喩
は
短
命
な
の
か
も
し
れ
な
い
。ⅰ
花
の
い
の
ち
の
よ
う
に
、
比
喩
は
生
ま
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
Ａ

死
ん
で
し
ま
う
。 

ａ 

、

も
と
の
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
で
、
“
Ｂ 

 

ん
だ
比
喩
”
を
使
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。 

 

先
日
、
必
要
が
あ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
国
語
辞
書
で
“
Ｃ

す
る
ど
い
”
と
い
う
語
を
ひ
き
比
べ
て
み
た
。
ど
れ
も
、
刃
物
な
ど
の
先
が

と
が
っ
て
い
て
、
よ
く
切
れ
る
さ
ま
を
い
う
と
い
っ
た
説
明
を
ま
ず
最
初
に
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
に
、
頭
や
感
覚
が
す
ぐ
れ
て
、
よ

く
働
く
こ
と
を
あ
ら
わ
す
比
喩
の
意
味
が
続
く
。 

考
え
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
刃
物
に
つ
い
て
、
す
る
ど
い
、
と
は
Ⅾ

あ
ま
り
言
わ
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。 

ｂ 

“ 

す
る
ど
い
”
は
、
よ
く
切
れ
る
、
切
れ
そ
う
だ
と
は
す
こ
し
感
じ
が
違
う
。“
す
る
ど
い
”
と
言
え
ば
、
ま
ず
、
舌
鋒
、
頭
脳
、
観
察

な
ど
に
つ
い
て
の
比
喩
の
意
味
を
思
い
浮
か
べ
る
。 
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ｃ 

、
“ 

 

ん
だ
比
喩
”
の
方
が
優
先
し
て
い
る
。
辞
書
は
Ｅ

よ
り
多
く
使
わ
れ
る
意
味
を
先
に
出
し
た
方
が
親
切
だ
と
す
る 

な
ら
、
さ
き
の
よ
う
な
Ｆ

語
義
提
示
の
順
序
は
変
え
た
方
が
い
い
こ
と
に
な
る
。 

 
ⅱ

わ
れ
わ
れ
は
、
“ 

 

ん
だ
比
喩
”
を
好
む
。
そ
れ
だ
け
早
く
比
喩
を
殺
す
と
い
う
こ
と
か
。 出

典 

外
山
滋
比
古
『
死
ん
だ
比
喩
』  

（
１
）「 

“ 
 

ん
だ
比
喩
”（
デ
ッ
ド
・
メ
タ
フ
ァ
ー
）」
と
あ
る
が
、 

 

に
入
る
適
切
な
漢
字
を
本
文
中
か
ら
一
文
字
探
し
、 

書
き
入
れ
な
さ
い
。 

 

（
２
）「
Ａ

死
ん
で
し
ま
う
」
と
あ
る
が
、
こ
の
単
語
と
同
様
な
意
味
の
単
語
を
漢
字
二
字
で
探
し
、
空
欄
に
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

 

（
３
）「 

“
Ｂ 

 

ん
だ
比
喩
”」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
比
喩
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
解
答
欄
に
～
比
喩
と
続
く
よ
う
、
十
五
字 

以
内
で
書
き
な
さ
い 

 

（
４
）「 

“
Ｃ

す
る
ど
い
”
」
と
あ
る
が
、
“ 

 

ん
だ
比
喩
”
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
ど
ん
な
言
葉
の 

意
味
に
な
る
か
十
二
字
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 
 
 

 

（
５
）「
Ⅾ

あ
ま
り
言
わ
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。」
と
あ
る
が
、
ど
う
い
っ
た
理
由
か
ら
か
。
そ
の
理
由
が
書
か
れ
て
い
る 

 
 
 

直
前
の
文
字
を
五
文
字
抜
き
出
し
な
さ
い
。
た
だ
し
、
句
読
点
を
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。 

 

（
６
）「
Ｅ

よ
り
多
く
使
わ
れ
る
意
味
」
と
あ
る
が
、
ど
ん
な
意
味
を
辞
書
で
は
、
先
に
出
し
て
い
た
か
。
ア
～
ウ
の
中
か
ら
、
記
号
で 

選
び
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

刃
物
な
ど
の
先
が
と
が
っ
て
い
て
、
よ
く
切
れ
る
さ
ま
。 

イ 

頭
や
感
覚
が
す
ぐ
れ
て
、
よ
く
働
く
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。 

ウ 

舌
鋒
、
頭
脳
、
観
察
な
ど
に
つ
い
て
の
比
喩
。 
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（
７
）
「
Ｆ

語
義
提
示
の
順
序
は
変
え
た
方
が
い
い
」
と
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
う
考
え
る
の
か
。
そ
の
理
由
を
探
し
、
十
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

（
８
）「 

ａ 

、」
に
は
、
因
果
関
係
を
示
す
接
続
語
が
入
る
。
そ
の
言
葉
を
ひ
ら
が
な
三
文
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

（
９
）「 

ｂ 
、」
に
は
、
添
加
を
示
す
接
続
語
が
入
る
。
そ
の
言
葉
を
ひ
ら
が
な
三
文
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

（
⒑
）「 

ｃ 

、」
に
は
、
要
約
を
示
す
接
続
語
が
入
る
。
そ
の
言
葉
を
ひ
ら
が
な
三
文
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

（
⒒
）「
ⅰ

花
の
い
の
ち
の
よ
う
に
」
と
あ
る
が
、
比
喩
の
中
の
種
類
で
い
う
と
、
何
と
い
う
種
類
に
該
当
す
る
か
。「
～
喩
」
と
い
う
形 

で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
⒓
）「
ⅱ

わ
れ
わ
れ
」
と
あ
る
が
、
代
名
詞
の
種
類
の
中
で
、
な
ん
と
い
う
文
法
用
語
で
説
明
さ
れ
て
い
る
か
。
漢
字
で
「
～
代
名
詞
」 

 
 
 

と
書
き
な
さ
い
。 

 

問
４ 

次
に
つ
い
て
、
論
じ
な
さ
い
。 

  

あ
な
た
が
行
っ
て
い
る
（
行
っ
て
き
た
）
ス
ポ
ー
ツ
を
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、 

ど
の
よ
う
な
「
環
境
づ
く
り
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
か
？
二
〇
〇
字
以
内
で
自
分
の
考
え
を
自
由
に
述
べ
な
さ
い
。 

 

※
最
初
に
タ
イ
ト
ル
を
記
載
す
る
（
タ
イ
ト
ル
は
自
由
に
設
定
し
て
よ
い
） 

※
「
環
境
づ
く
り
」
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
諸
条
件
・
環
境
（
地
域
・
企
業
・
行
政
・
他
）
な
ど
を
最
適 

に
連
携
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る 

※
楽
し
く
行
う
た
め
の
競
技
規
則
（
ル
ー
ル
）
の
変
更
が
必
要
だ
と
考
え
る
場
合
は
、
そ
の
具
体
的
な
変
更
内
容
も
記
載
す
る 



（１２） （１１） （１０） （８） （６） （5） （４） （３） （1） エ ア エ ア

181 161 141 121 101 81 61 41 21 1 人 直 つ そ ア よ 頭 1 比 1 死 餅 雰 は ひ 受

182 162 142 122 102 82 62 42 22 2 称 喩 ま れ く や 2 喩 2 囲 ん ろ 験

183 163 143 123 103 83 63 43 23 3 代 り で （７） 切 感 3 で 3 （２） 気 ぷ う 番

184 164 144 124 104 84 64 44 24 4 名 比 1 れ 覚 4 あ 4 短 号

185 165 145 125 105 85 65 45 25 5 詞 （９） 喩 2 る が 5 る 5 命

186 166 146 126 106 86 66 46 26 6 そ を 3 す 6 こ 6

187 167 147 127 107 87 67 47 27 7 れ 殺 4 ぐ 7 と 7 オ イ オ イ

188 168 148 128 108 88 68 48 28 8 に す 5 れ 8 を 8 併 眉 ひ は

189 169 149 129 109 89 69 49 29 9 こ 6 よ 9 忘 9 用 唾 じ ん

190 170 150 130 110 90 70 50 30 10 と 7 く 10 れ 10 ざ 氏

191 171 151 131 111 91 71 51 31 11 に 8 働 11 て 11 つ 名

192 172 152 132 112 92 72 52 32 12 な 9 く 12 使 12

193 173 153 133 113 93 73 53 33 13 る 10 こ わ 13

194 174 154 134 114 94 74 54 34 14 か と れ 14 ウ ウ

195 175 155 135 115 95 75 55 35 15 ら る 15 完 が

196 176 156 136 116 96 76 56 36 16 璧 く

197 177 157 137 117 97 77 57 37 17 ふ

198 178 158 138 118 98 78 58 38 18

199 179 159 139 119 99 79 59 39 19

200 180 160 140 120 ## 80 60 40 20
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２０点

問４

タ
イ
ト
ル

１２問×５点＝６０点

問３ 問２

５問×２点＝１０点

国
　
語

解

答

用

紙

点

５問×２点＝１０点

問１

【採点基準】

（１）文字数

文字数による減点あり。

（２）内容

問に対する内容として合っていない場合は減点あり。

（３）誤字脱字

誤字脱字による減点あり。


